Bao Zhao 鮑照\u27s He qing song「河清頌」 by 井口 博文
一
は
じ
め
に
（
一
）
題
名
に
つ
い
て
〔
南
宋
〕
鮑
照
［
四
一
四
？
～
四
六
六
］
の
・
河
頌
・
は
、
四
四
七
年
に
報
さ
れ
た
「
河
」
を
、
第
三
代
文
劉
義
［
在
位
：
四
二
四
～
四
五
三
］
の
統
治
と
關
づ
け
た
作
品
で
あ
り
、
百
七
十
の

句
韻
四
言
句
か
ら
な
る
、
	六
百
八
十
字
の
韻
文
で
あ
る
。
そ
の
序
文
は
、
	八
百
八
十
四
字
の
四
六
駢
儷
文
で
、
・
宋
書
・
卷
五
十
一
・
鮑
照
傳
・
に
も
收

さ
れ
て
い
る
。
「
河
」
と
は
、
千
年
に
一
度
、
河
の
濁
流
が
流
に
變
す
る
と
い
わ
れ
る
現
象
の
こ
と
で
、
現
在
も
多
數
の
語
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
は
、
羅
竹
風
［

］
・
語
大
詞
典
・
に
記
載
さ
れ
た
語
を
列
し
て
み
た
い
。
同
書
第
五
卷
［
第
一
〇
六
〇
頁
］
に
み
え
る
「
河
人
壽
」
［
河
か

せ
い
の
人 じ
ん
壽 じ
ゆ
］
は
、
長
壽
を
意
味
し
て
い
る
。
お
な
じ
く
「
河
三
日
」
［
河 か

せ
い
三 さ
ん
日 じ
つ
］
と
「
河

鳴
」
［
河 か
は

す
み

し
や
は
鳴 な
る
］
と
「
河
雲
慶
」
［
河 か
は

す
み
雲 く
もは
慶 め
で
たし
］
と
「
河

晏
」
［
河 か
は

す
み

う
みは
晏 や
すし
］
は
、
天
下
太
（
の
予
兆
）
を
意
味
し
て
い
る
。
お
な
じ
く
「
河

歇
」
［
河 か
は

す
み

う
みは
歇 つ
く
］
と
「
河

俟
」
［
河 か

せ
い
俟 ま
ち

が
たし
］
は
、
發
生
し
が
た
い
事
態
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
ほ
か
、
同
書
第
八
卷
［
第
一
一
〇
九
頁
］
の
「
笑
比
河
」
［
笑 わ
ら
い
は
河 か

せ
い
に
比 ひ
す
］
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
ら
い
を
み
せ
な
か
っ
た
〔
北
宋
〕
拯
［
九
九
九
～
一
〇
六
二
］
に
な
ら
っ
た
、
法
律
の
嚴
格
な
用
を
意
味
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
河
」
は
、
「
瑞
」
「
極
端
な
長
時
」
「
實
現
可
能
性
が
皆
無
・
極
少
で
あ
る
こ
と
」
の
象
と
な
っ
て
い
る
。
100
鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
井
口

文
（
二
）
文
體
に
つ
い
て
「
頌
」
と
い
う
文
體
に
つ
い
て
は
、
・詩
經
・
大
序
・
に
「
頌
美

之
形
容
、
以
其
功
於
明
也
」
［
頌 しよ
うは

せ
い

と
く
の
形 け
い
容 よ
う
を
美 ほ
め
、
其 そ
の

せ
い
功 こ
う
を
以 も
つ
て

し
ん
明 め
い
に

つ
ぐ
る

も
の
な
り
］
と
あ
る
。
最
初
期
の
作
例
と
し
て
は
、
・
詩
經
・
に
・
頌
・
・
魯
頌
・
・
	頌
・
、
・
楚
辭
・
に
・
橘
頌
・
な
ど
が
收

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
題
が
賞
贊
で
あ
る
點
で
は
大
同
小
な
が
ら
、
以
後
は
〔
西
晉
〕
劉
伶
の
・酒
頌
・
な
ど
、「

」
の
素
が
な
い
作
品
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
頌
の
形
式
は
一
樣
で
な
く
、
「
長
短
」
「
齊
言
・
雜
言
」
「
脚
韻
の
有
無
」
「
序
文
の
有
無
」
な
ど
の
基
準
で
分
で
き
る
。
特
の
あ
る
作
品
の
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
〔
梁
〕
文
蕭
綱
の
作
品
に
、
千
三
百
七
十
三
字
の
序
文
が
つ
け
ら
れ
た
三
百
二
十
字
の
大
作
・南
郊
頌
序
・
や
、
六
百
三
字
の
序
文
が
つ
け
ら
れ
た
九
十
六
字
の
三
言
句
作
品
・馬
寶
頌
序
・
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
鮑
照
の
・
河
頌
・
と
同
時
期
の
頌
を
、
・
宋
書
・
卷
二
十
九
・
符
瑞
志
・
に
記

さ
れ
た
瑞
の
發
生
年
順
に
、
列
し
て
み
る
。
作
の
生
年
は
、
文
獻
④
・中
國
文
學
家
大
辭
典
：
先
秦

魏
晉
南
北
卷
・
に
依
據
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
・
宋
書
・
卷
二
十
九
・
符
瑞
志
・
に
題
名
だ
け
が
の
こ
さ
れ
て
い
て
、
本
文
に
つ
い
て
は
不
明
の
作
品
も
存
在
す
る
。
な
お
、
「
序
文
・
本
文
」
の
項
目
は
各
自
の
文
字
數
で
あ
る
。
表
示
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
題
名
が
「
詠
物
」
で
あ
る
こ
と
、
「
表
」
と
序
文
の
容
・
機
能
が
共
し
て
い
る
こ
と
、
序
文
と
本
文
の
分
量
が
比
例
し
て
い
る
こ
と
、
本
文
が
有
韻
の
四
言
句
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
共
點
が
指
摘
で
き
る
。
（
三
）
時
代
背
景
こ
こ
で
、
對
象
作
品
の
理
解
に
不
可
缺
な
時
代
背
景
を
、
南
の

鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
（
井
口
）
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〔
記
〕
鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
文
獻
①
《
鮑
參
軍
集
》
を
底
本
と
し
た
。
同
作
品
の
譯
と
し
て
、
序
文
に
は
文
獻
⑤
「
六
文
人
傳
：
鮑
照
（
『
宋
書
』
）
」
お
よ
び
文
獻
⑩
「
鮑
照
〈
河

頌
序
〉
譯
稿
」
が
あ
り
、
本
文
に
は
文
獻
⑧
⑨
「
鮑
照
「
河
頌
」
譯
（
一
）（
二
）」
が
あ
る
。
發
生
年
・
作
［
生
年
］
作
品
・
序
文

序
文
・本
文
四
四
一
・
八
何
承
天
［
三
七
〇
～
四
四
七
］
白
鳩
頌
・
上
表
二
〇
四
・
一
七
六
四
四
七
・
二
張
暢
［
四
〇
八
～
四
五
七
］
河
頌
？
・
五
六
？
同
右
鮑
照
［
出
］
河
頌
・
序
八
八
四
・
六
八
〇
四
四
七
・
七
沈
演
之
［
三
九
七
～
四
四
九
］
嘉
禾
頌
〇
・
二
八
〇
同
右
劉
義
恭
［
四
一
三
～
四
六
五
］
嘉
禾
甘
露
頌
・
上
表
二
三
〇
・
二
五
六
四
四
七
・
九
沈
演
之
［
出
］
白
鳩
頌
・
上
表
一
七
三
・
一
六
〇
點
で

し
て
お
き
た
い
。
三
一
六
年
、
永
嘉
の
亂
に
よ
っ
て
西
晉
が
滅
し
、
年
、
現
在
の
南
京
を
中
心
に
東
晉
が
建
國
さ
れ
た
。
百
年
後
、
劉
裕
の
指
揮
す
る
東
晉
軍
が
北
征
し
、
四
一
〇
年
に
は
山
東
島
の
南
燕
、
四
一
七
年
に
は
關
中
の
後
秦
を
、
あ
い
つ
い
で
征
す
る
。
四
二
〇
年
、
劉
裕
が
	位
し
て
宋
武

と
な
り
、
東
晉
は
滅
す
る
。
四
二
二
年
、
宋
武

の
死
去
に
乘
じ
て
、
北
魏
軍
が
河
以
南
を
占
領
し
た
。
四
二
三
年
、
北
魏
太
武

拓
跋
が
、
年
に
は
宋
文

が
、
そ
れ
ぞ
れ
	位
し
た
。
四
三
〇
年
、
宋
軍
が
北
伐
を
開
始
し
た
。
四
三
九
年
、
北
魏
軍
が
北
涼
を
征
し
、
北
を
統
一
す
る
。
四
四
五
年
、
宋
軍
が
淮
河
・
泗
水
以
北
を
占
領
し
、
年
、
北
魏
軍
が
州
・
州
・
冀
州
に
反
攻
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
特
に
河
下
流
域
を
め
ぐ
っ
て
、
南
北

で
一
一
の
對
立
態
が
つ
づ
く
さ
な
か
の
四
四
七
年
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
「
河
」
の
發
生
が
報
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
序
文
と
本
文
（
一
）
實
態
本
作
品
の
特
性
は
、
本
文
よ
り
も
、
序
文
の
分
量
と
形
式
に
あ
る
。
兩
は
、
い
か
な
る
關
係
を
な
し
て
い
る
の
か
、
こ
こ
で
は
、
當
時
の
慣
例
な
ど
の
外
因
と
は
別
に
、
作
品
の


素
を
重
す
る
點
か
ら
檢
討
し
て
み
た
い
。
序
文
の

は
、
「
①
銘
文
の
史
と
 去
の
瑞
兆
②
皇

の
!
大
な
功
績
③
"會
の
安
定
と
富
國
の
實
例
④
瑞
兆
の
出
現
⑤
皇

の
#
$と
%讓
⑥
河
の
流
&
⑦
皇

の
!業
⑧
頌
文
の
例
と
執
筆
の
決
意
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
の

は
、
「
①
瑞
'の
記
(に
つ
い
て
②
劉
宋
の
建
國
③
文

の
	位
④
文

の
政
治
⑤
文

の
政
治
と
世
の
大
)
⑥
⑦
⑧
文

の
*
&と
そ
の
影
+
⑨
⑩
河
の
瑞
'に
つ
い
て
⑪
ま
と
め
」
で
あ
る
。
兩
を
比
較
し
て
み
る
と
、
容
重
複
を
回
,す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
鮑
照
は
、
七
言
-
句
韻
の
詩
歌
を
創
始
し
た
ほ
ど
に
、
形
式
面
を
重
し
た
作
で
あ
る
か
ら
、
序
文
と
本
文
の
重
複
は
、
偶
然
の
も
の
で
は
な
く
、
意
圖
で
あ
っ
た
と
.斷
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
作
品
の
序
文
は
、
本
文
に
對
し
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
102
て
從
屬
な
本
來
の
地
位
を
超
越
し
て
い
る
。
こ
の
事
實
は
、
作
の
大
膽
な
文
學
試
行
錯
の
一
で
あ
っ
た
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
よ
う
。
（
二
）
寫
の
特
性
序
文
と
本
文
と
の
あ
い
だ
で
、
目
す
べ
き
形
式
重
複
と
し
て
は
、
四
言
句
の
	續
が
あ
る
。
序
文
で
五
句
以
上
が
	續
し
て
い
る
四
言
句
と
し
て
は
、
十
一
句
が
二
箇

、
十
句
が
一
箇

、
九
句
が
二
箇

、
八
句
が
一
箇

、
六
句
が
一
箇

、
五
句
が
一
箇

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
無
韻
の
齊
言
句
と
い
う
べ
き
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
容
に
も
重
複
し
て
い
る
一
例
と
し
て
、
「
河
」
が
共
し
て

寫
さ
れ
て
い
る
部
分
を
粹
し
て
み
る
。
ま
ず
は
序
文
の
方
で
あ
る
。
「
宮
乾
維
、


陸
、
長
河
濟
、
源
同
、
澄
波
壑
、
瀾
千
里
」
［

と
しは
乾 け
ん維 い
を
宮 め
ぐり
、

つ
きは

そ
う陸 り
くに

て
んた
り
、
長 ちよ
う河 か
・

き
よ濟 せ
いは
、
源 み
な
も
と
を

こ
と
に
す
る
も

す
む
を
同 お
な
じ
く
し
、
波 な
み
を

ば
ん
壑 が
く
に
澄
す
ま
せ
、
瀾 な
み
を
千 せ
ん
里 り
に

き
よく
す
］
つ
づ
い
て
本
文
の
第
百
十
五
～
百
二
十
六
句
で
あ
る
。
「
彼
四
、
媚
此
雙
川
、
伏
靈
遙
紀
、

遐
年
、
澄
波
崑
岳
、
鏡
流
山
、
皇
室
凝
澱
、
水
府
涓
、
俯
瞰
夷
、

驪
淵
、
朱
宮
潛
、
紫
閣
陰
鮮
」
［
彼 か
の
四 し

と
く
に

そ
そ
ぎ
、
此
こ
の
雙 そ
う
川 せ
ん
を
媚 び
と
す
。
靈 れ
い
を
伏 ふ
く
す
る
こ
と
紀 き
を
遙 は
る
か
に
し
、

た
ま
も
のを

と
ざ
す
こ
と
年 と
し
を
遐 と
お
く
す
。
波 な
み
を
崑 こ
ん
岳 が
く
に
澄
す
ま
せ
、
流 な
が
れ
を

そ
う
山 さ
ん
に
鏡 か
が
やか
す
。
皇 こ
う
室 し
つ
は
凝 ぎ
よ
う
澱 で
ん
し
、
水 す
い
府 ふ
は

せ
い
涓 け
ん
た
り
。
夷 い

と
を
俯 ふ
瞰 か
ん
し
、
驪 り
淵 え
ん
を

こ
う

し
せ
ば
、
朱 し
ゆ
宮 きゆ
うは

か
が
やき
を
潛 ひ
そ
め
、
紫 し
閣 か
く
は
鮮 あ
ざ
や
か
な
る
を
陰 か
くす
］
兩

に
は
、
本
文
の
方
が
體
例
も
 加
さ
れ
て
い
て
有
韻
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、
差
が
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
本
作
品
で
は
、
四
言
句
の
本
文
と
、
多
數
の
四
言
句
を
ふ
く
む
序
文
と
の
あ
い
だ
に
、
形
式
面
で
の
相
互
干
!が
う
み
だ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
（
た
と
え
ば
、
五
言
句
が
數
句
に
わ
た
っ
て
	續
す
る
序
文
の
つ
け
ら
れ
た
五
言
詩
を
想
定
し
て
み
る
と
よ
い
。）
（
三
）
序
文
の
"效
果
現
存
す
る
當
時
の
頌
と
し
て
は
、
鮑
照
の
・河
頌
・
が
、
序
文
・
本
文
と
も
に
最
長
で
あ
っ
た
。
本
作
品
の
序
文
は
、
本
文
と
の
重
複
が
お
お
い
。
長
大
#し
た
の
は
、
天
下
太
$の
實
例
や
皇
%贊
美
を
、
同
趣
旨
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
序
文
と
本
文
と
で
反
復
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
（
井
口
）
103
〔
記
〕
鮑
照
・
河
頌
・
の
章
段
に
つ
い
て
、
序
文
の
方
は
文
獻
⑩
「
鮑
照
〈
河
頌
序
・
譯
稿
」
に
依
據
し
、
本
文
の
方
は
文
獻
⑧
⑨
「
鮑
照
「
河
頌
」
譯
（
一
）（
二
）」
に
依
據
し
た
。
序
文
あ
る
い
は
本
文
を
別
々
に
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
作
で
あ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
般
な
讀
は
、
序
文
か
ら
よ
み
は
じ
め
て
、
豐
富
な
寫
と
整
然
た
る
四
六
駢
儷
文
に
、
魅
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
き
つ
づ
き
本
文
を
よ
ん
で
い
く
と
、
變
な
く
續
す
る
四
言
句
に
序
文
の
容
が
反
復
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
實
態
に
、
も
の
た
り
な
さ
を
感
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
序
文
と
本
文
と
を
一
體
不
可
分
と
み
る
と
、
兩

	に
は
「
相
乘
」
と
は

の
「
相
」
效
果
が
發
生
し
て
い
て
、
か
え
っ
て
興
趣
を
そ
が
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
本
作
品
が
鮑
照
に
と
っ
て
は
最
長
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
作
品
を
・蕪
賦
・
や
・擬
行
路
・
な
ど
の

作
品
と
同
等
の
代
表
作
と
み
な
す
に
は
、
不
足
が
あ
る
。
た
だ
し
、
題
が
一
樣
で
個
性
を
發
揮
す
る
余
地
に
と
ぼ
し
い
點
は
、
鮑
照
の
・河
頌
・
に
か
ぎ
ら
ず
、
君
の
贊
美
を
第
一
の
目
と
す
る
頌
と
い
う
文
體
に
と
っ
て
、
不
可
の
限
界
で
も
あ
る
。
實
際
、
一
作
の
代
表
作
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
頌
の
例
は
、
飮
酒
を
題
と
す
る
點
に
お
い
て
む
し
ろ
端
に
屬
す
る
、
出
の
〔
西
晉
〕
劉
伶
の
・酒
頌
・
く
ら
い
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
三
自
然
現
象
と
し
て
の
「
河
」
（
一
）
四
四
七
年
の
記

鮑
照
が
・河
頌
・
の
根
據
と
し
た
四
四
七
年
の
「
河
」
に
つ
い
て
は
、
南
に
關
す
る
二
種
の
史
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
①
・宋
書
・
卷
二
十
九
・
符
瑞
志
下
・：「
宋
文
元
嘉
二
十
四
年
二

戊
戌
、
河
・
濟
倶
。
龍
驤
將
軍
・
冀
二
州
刺
史
杜
坦
以
聞
」
［
宋 そ
う
文 ぶ
ん

て
い
元 げ
ん
嘉 か
二 に
十 じゅ
う
四 し
年 ね
ん
二 に

が
つ
戊 ぼ
戌 じゆ
つ、
河 か
・
濟 せ
い
倶 と
も
に

す
む
。
龍 りゆ
う
驤 じよ
う
將 しよ
う
軍 ぐ
ん・

せ
い冀 き
二 に
州 しゆ
う刺 し
史 し
の
杜 と
坦 た
ん
以 も
つて
聞 ぶ
んす
］
②
・
南
史
・
卷
二
・
宋
文
紀
・
：
「
（
同
右
年
）
四
、
河
・
濟
倶
」
［

な
つ四 し

が
つ、
河 か
・
濟 せ
い
倶 と
もに

す
む
］
同
年
の
北
は
、
〔
北
魏
〕
太
武
拓
跋
［
在
位
：
四
二
四
～
四
五
一
］
の
太
眞
君
八
年
に
相
當
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
正
史
の
・魏
書
・
・北
書
・
・北
史
・
に
も
、〔
北
宋
〕
司
馬
光
の
・
治
 鑑
・
に
も
、
同
年
の
「
河
」
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
四
四
九
年
當
時
の
地
理
!分
に
つ
い
て
、
文
獻
③
・中
國
"史
地
圖
集
：
第
四
冊
（
東
晉
十
六
國
・
南
北
時
期
）・
の
第
十
七
～
十
八
頁
を
參
照
し
な
が
ら
、
必
#な
$明
を
く
わ
え
て
み
た
い
。
劉
宋
時
代
の
「
州
」
お
よ
び
「
冀
州
」
は
、
お
お
よ
そ
現
在
の
山
東
%島
に
相
當
す
る
。
濟
南
以
東
に
は
、
現
在
の
&河
を
は
さ
ん
で
、
北
に
&河
、
南
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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に
濟
水
が
な
が
れ
て
い
た
。
濟
水
の
最
下
流
域
は
、
北
と
の
境
界
線
に
な
っ
て
い
た
。
河
下
流
は
體
に
現
在
よ
り
も
北
に
位
置
し
て
い
て
、
「
河
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
最
下
流
域
は
、
北
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
（
三
）
報


四
四
七
年
の
「
河
」
を
報
し
た
杜
坦
［
生
	年
未
詳
］
は
、
・
春
秋
左
氏
傳

・
で
高
名
な
杜
預
の
玄
孫
で
あ
る
。
・宋
書
・
卷
六
十
五
・
杜
驥
傳
・
に
よ
る
と
、
杜
坦
は
、
史
傳
に
く
わ
し
く
、
人
物
價
を
め
ぐ
っ
て
對
等
以
上
の
議
論
が
ゆ
る
さ
れ
る
く
ら
い
、
宋
文
に
信
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
元
嘉
二
十
三
年
（
四
四
六
）
秋
七
に
州
刺
史
に
就
任
し
、
年
の
二
に
「
河
」
を
報
し
た
の
ち
、
年
五
に
は
冀
州
刺
史
を
任
し
た
。
・宋
書
・
卷
二
十
九
・
符
瑞
志
下
・
に
は
、「
河
」
以
外
に
も
二
例
、
か
れ
の
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
①
「
元
嘉
二
十
五
年
七
壬
辰
、
嘉
禾
生
北
。
冀
二
州
刺
史
杜
坦
以
獻
」
［
元 げ
ん
嘉 か
二 に
十 じゆ
う
五 ご
年 ね
ん七 し
ち

が
つ壬 じ
ん辰 し
ん、
嘉 か
禾 か
北 ほ
く

か
いに
生 しよ
うず
。

せ
い・
冀 き
二 に
州 し
ゆ
うの
刺 し
史 し
の
杜 と
坦 た
ん
以 も
つて
獻 け
んず
］
②
「
元
嘉
二
十
七
年
十
己
丑
、
嘉
禾
生
北
。
州
刺
史
杜
坦
以
聞
」
［
元 げ
ん嘉 か
二 に
十 じゆ
う七 し
ち年 ね
ん
十 じゆ
う

が
つ己 き
丑 ちゆ
う、
嘉 か
禾 か
北 ほ
く

か
いに
生 しょ
うず
。

せ
い
州 しゆ
う刺 し
史 し
の
杜 と
坦 た
ん
以 も
つて
聞 ぶ
んす
］
し
か
し
な
が
ら
、
杜
坦
が
報
し
た
「
嘉
禾
」
（
め
で
た
い
物
）
も
「
河
」
も
、
結
局
は
皇
の
御
機
と
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
す
る
。
當
時
、
現
地
は
い
ず
れ
も
邊
境
で
あ
っ
た
か
ら
、
事
實
の
確
は
至
で
あ
っ
た
。
同
種
の
報

は
、
中
國
史
上
で

に
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
杜
坦
だ
け
が
例
外
な
合
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
（
四
）
四
四
七
年
以
外
の
「
河
」
・宋
書
・
卷
二
十
九
・
符
瑞
志
・
に
は
、「
桓

熹
九
年
四
、
濟
陰
・
東
郡
・
濟
北
・
原
河
水
」
［

か
ん
の
桓 か
ん

て
い

え
ん
熹 き
九 きゆ
う
年 ね
ん
（
一
六
六
）
四
し

が
つ、
濟 せ
い陰 い
ん・
東 と
う郡 ぐ
ん・
濟 せ
い北 ほ
く・

へ
い原 げ
んの
河 か
水 す
い

す
む
］
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
劉
宋
孝
武
の
孝
建
三
年
（
四
五
六
）
・
大
明
五
年
（
四
六
一
）
に
も
「
河
」
が
實
現
し
、
文
元
嘉
二
十
五
年
（
四
四
八
）
と
明
泰
始
元
（
四
六
五
）
年
に
は
、
河
以
外
の
河
川
に
お
け
る

流
 が
記
さ
れ
て
い
る
。
五
六
二
年
の
「
河
」
に
つ
い
て
は
、
・北
史
・
卷
八
・
齊
本
紀
下
・
に
、
「
四
辛
丑
、
皇
太
后
婁
氏
!。
乙
巳
、
州
刺
史
上
言
。
今
庚
寅
、
河
・
濟
。
以
河
・
濟
、
改
大
"二
年
爲
河
。
#罪
人
各
有
差
」
［

な
つ四 し

が
つ辛 し
ん
丑 ちゆ
う、
皇 こ
う太 た
い后 ご
う婁 ろ
う氏 し
!
ほ
うず
。
乙 い
つ巳 し
、

せ
い
州 しゆ
う刺 し
史 し
「
今 こ
ん
鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
（
井
口
）
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
げ
つ庚 こ
う寅 い
ん、
河 か
・
濟 せ
い

す
め
り
」
と
上 じよ
う言 げ
んす
。
河 か
・
濟 せ
いの

す
め
る
を
以 も
つて
、
大 た
い

ね
い
二 に
年 ね
んを
改 あ
ら
ため
て
河
か

せ
いと
爲
な
す
。
罪 つ
みを

く
だす
こ
と
人 ひ
と
各
お
の
お
の
差 さ
あ
り
］
と
あ
る
。
こ
の
記
は
、
〔
北
齊
〕
武

高
湛
［
在
位
：
五
六
一
～
五
六
五
］
の
年
號
「
河
」
［
五
六
二
～
五
六
五
］
の
由
來
の
	明
に
も
な
っ
て
い
る
。た
だ
し
、
い
ず
れ
の
流

に
つ
い
て
も
、
そ
の
實
は
確
定
で
き
な
い
。
（
五
）「
河
」
の
實
現
性
各
種
の
瑞
に
つ
い
て
は
、
察
の
錯
覺
も
し
く
は
牽
付
會
も
、
す
く
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
瑞

に
も
相
應
の
合
理
根
據
が
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
象
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
も
、
事
實
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
龍
」
と
い
う
想
像
上
の
動
物
も
、
體
に
は
蛇
行
す
る
河
川
や
特
定
の
爬
蟲
と
似
し
て
お
り
、
實
在
す
る
動
物
の
各
部
位
が
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
樣
に
、
瑞
と
さ
れ
た
動
植
物
に
つ
い
て
も
、
な
ん
ら
か
の
奇
形
や
然
變
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
れ
ば
、
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
河
」
に
ち
か
い
現
象
が
、
局
地
か
つ
小
規

に
存
在
し
た
可
能
性
も
、
完
に
は
否
定
し
き
れ
な
い
。
「
河
」
が
實
現
し
た
と
さ
れ
る
季
は
、
い
ず
れ
の
記
で
も
、
春
あ
る
い
は
初
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
河
流
域
の
水
期
が
新
七
～
十
で
あ
る
こ
と
と
も
、
完
に
は
矛
盾
し
な
い
。
濟
水
が
同
時
に
流

し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
河
だ
け
の
流

よ
り
も
眞
實
味
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
河
」
に
は
、
水
と
減
砂
が
必
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
集
中
豪
雨
で
流
入
し
た
大
量
の
水
が
本
來
の
濁
流
の
表
面
を
お
お
え
ば
、
限
定
さ
れ
た
一
部
の
流
域
で
一
時
に
「
河
」
に
ち
か
い
態
が
實
現
す
る
こ
と
も
、
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
誇
張
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
河
」
の
報
 も
、
部
分
に
は
眞
實
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
河
の
上
流
域
は
、
現
在
も
流
で
あ
る
。
陝
西
師
範
大
學
の
!史
地
理
學
・
史
念
"の
・
!史
時
期
河
中
游
森
林
・
（
文
獻
②
・
河
山
集
：
第
二
集
・
第
二
三
二
～
三
一
三
頁
#收
）
に
よ
る
と
、
本
來
は
域
が
流
で
あ
っ
た
河
も
、
秦
始
皇
の
時
代
か
ら
森
林
の
破
壞
が
は
じ
ま
り
、
土
高
原
の
表
土
が
流
入
し
た
結
果
、
濁
し
た
の
だ
と
い
う
。し
た
が
っ
て
、
人
爲
で
流

を
實
現
す
る
に
は
、
濁

の
$を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
對
症
療
法
に
は
、
大
規
な
治
水
事
業
と
し
て
%大
な
ダ
ム
を
多
數
つ
く
り
、
土
砂
の
流
入
を
せ
き
と
め
、
水
流
だ
け
を
と
お
す
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
、
あ
る
&度
の
工
業
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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を
は
た
し
て
三
門
峽
ダ
ム
を
建
設
し
た
現
在
で
も
、
「
河
」
は
依
然
と
し
て
實
現
で
き
て
い
な
い
。
根
治
療
法
と
し
て
は
、
植
林
の
結
果
、
土
高
原
地
帶
の
再

に
功
し
、
植
生
に
よ
っ
て
土
壤
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
土
の
流
失
が
く
い
と
め
ら
れ
、
流
が
實
現
す
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
理
論
を
實
現
す
る
た
め
の
體
な
計
畫
も
、
未
定
の
	態
に
あ
る
。
い
ず
れ
の
方
法
を
と
る
に
し
て
も
、
土
が
流
入
す
る
土
高
原
以
下
の
流
域
に
お
い
て
、
「
河
」
の
實
現
性
は
、
皆
無
に
ち
か
い
。


の
、
鮑
照
・河
頌
・
に
お
け
る
、
序
文
・
本
文
と
も
に
畫
一
な
寫
を
粹
し
て
み
て
も
、
「
河
」
が
想
像
上
の
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
や
は
り
、
「
河
」
は
、
天
人
相
關
を
利
用
し
た

（
あ
る
い
は
解
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
「
河
」
の
史
意
義
（
一
）
瑞
の
多
發
・
宋
書
・
卷
二
十
七
～
二
十
九
・
符
瑞
志
・
に
記
さ
れ
た
、
問
題
と
な
る
「
河
」
と
同
年
の
元
嘉
二
十
四
年
（
四
四
七
）
の
瑞
を
、
發
生
順
に
列
す
る
。
二
：
木
理
・
河

三
：
甘
露
四
：
甘
露
・
白
雀
五
：
白
燕
六
：
白
雀
七
：
甘
露
（
二
回
）・
嘉
禾
・
白
兎
（
二
回
）・
木
理
（
三
回
）
八
：
嘉
禾
・
白
烏
九
：
白
鳩
十
：
靈
龜
・
甘
露
そ
の
ほ
か
に
も
、

年
か
ら
同
年
十
二
に
か
け
て
「
甘
露
」
が

出
し
て
お
り
、
ほ
ぼ

、
な
ん
ら
か
の
瑞
が
報
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
中
國
に
お
け
る
瑞
の
實
態
に
つ
い
て
は
、
眞
僞
を
確

す
る
必
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
〔
北
宋
〕
王
安
石
が
一
〇
五
三
年
に
執
筆
し
た
・
閣
記
・
（
文
獻
⑦
『
宋
八
家
文
讀
本
（
七
）
』
第
三
三
二
～
三
三
六
頁
／
・
臨
川
文
集
・
卷
八
十
二
・
收
）
に
よ
れ
ば
、
北
宋
の
第
三
代
皇
 趙
恆
が
在
位
し
た
大
中
符
年
!［
一
〇
〇
八
～
一
〇
一
六
］
に
、
瑞
の
靈
を
さ
が
す
"動
が
#土
で
展
開
さ
れ
、
數
$の
靈

が
獻
上
さ
れ
た
と
い
う
。
%年
の
例
で
い
え
ば
、
一
九
六
〇
年

後
の
大
&饉
も
、
「
大
'
(」
期
に
豐
作
が
誇
張
（
あ
る
い
は
捏
)）
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
劉
宋
時
代
、
正
史
に
「
符
瑞
志
」
が
必
と
さ
れ
る
ま
で
に
多
數
の
瑞
が
報
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
天
下
太
*の
實
現
が
原
因
で
、
瑞
が
發
生
し
た
」
と
解
釋
す
る
の
で
は
、
因
果
關
係
が
不
正
確
に
な
る
。
か
え
っ
て
、
そ
の
實
+は
、
「
天
下
大
亂
が
原
因
で
、
太
*を
象
,す
る
瑞
へ
の
期
待
感
が
高
揚
し
た
」
と
み
な
す
鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
（
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べ
き
な
の
で
あ
る
。
分
裂
の
か
た
わ
れ
で
あ
る
北
が
も
た
ら
す
不
斷
の
對
外
脅
威
に
く
わ
え
て
、
世
襲
制
の
門
閥
貴
族
會
の
閉
塞
感
と
、
武
人
政
下
の
爭
亂
と
い
う
兩
極
端
は
、
不
安
と

と
い
う
點
で
一
し
て
い
た
。
當
時
、
桃
源
	が
憧
憬
さ
れ
、

談
や
隱
遁
や
佛
が
流
行
し
た
こ
と
も
、
現
實

と
い
う
點
で
は
、
瑞
の
「
多
發
」
と
共
し
た
現
象
と
い
え
よ
う
。
（
二
）
南
人
に
と
っ
て
の
「
河

」
し
た
が
っ
て
、
問
題
と
す
べ
き
は
、
「
河

」
の
實
で
は
な
く
、
當
時
く
り
か
え
し
報
さ
れ
た
原
因
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
・
楚
辭
・
漁
父
・
の
「
世
皆
濁
、
我
獨

」
［
世
よ
を

あ
げ
て
皆 み
な
濁 に
ご
る
も
、
我 わ
れ
獨 ひ
と
り


す
め
り
］
や
「
滄
浪
之
水

兮
、
可
以
吾
纓
。
滄
浪
之
水
濁
兮
、
可
以
吾
足
」
［
滄 そ
う
浪 ろ
う
の
水 み
ず


す
ま
ば
、
以 も
つ
て
吾 わ
が
纓 え
い
を

あ
ら
う
可 べ
し
。
滄 そ
う
浪 ろ
う
の
水 み
ず
濁 に
ご
ら
ば
、
以 も
つ
て
吾 わ
が
足 あ
し
を

あ
ら
う
可 べ
し
］、
あ
る
い
は
一
般
な
「

官
・
濁
吏
」
の
用
法
を
代
表
例
と
し
て
、
「

濁
」
と
い
う
二
字
は
襃
貶
の
熟
語
を
な
し
て
い
る
。
一
方
の
襃
義
「

」
は
、

澄
・


な
ど
の
熟
語
に
み
ら
れ
る
と
お
り
明
・
安
定
・
順
・
高
貴
を
象
し
、

流
は
安
心
を
感
じ
さ
せ
る
。
他
方
の
貶
義
「
濁
」
は
、
汚
濁
・
混
濁
な
ど
の
熟
語
に
み
ら
れ
る
と
お
り
不

明
・
大
亂
・
混
沌
・
貧
鄙
を
象
し
、
濁
流
は
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
原
を
な
が
れ
る
河
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、

濁
に
關
係
な
く
、
民
族
文
の
象
で
あ
っ
た
。
當
時
に
お
い
て
も
、
民
族
が
支
配
す
る
河
流
域
へ
の
北
伐
は
、
單
な
る
失
地
回
復
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

世
界
の
充
足
へ
の
期
待
感
を
か
き
た
て
る
政
策
で
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
南
人
に
と
っ
て
の
「
河

」
は
、
珍
妙
な
動
植
物
の
出
現
な
ど
の
雜
多
な
瑞
を
超
越
す
る
現
象
と
し
て
、
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
自
然
現
象
と
し
て
は
實
現
性
の
と
ぼ
し
い
「
河

」
が
、
・
宋
書
・
と
い
う
正
史
に
記
さ
れ
た
の
は
、
同
書
の


 が
詩
人
と
し
て
も
高
名
な
沈
!で
あ
り
、
鮑
照
の
作
品
を
特
別
"し
て
い
た
こ
と
も
、
一
因
で
は
な
い
か
。
文
學
作
品
の
存
在
が
記
事
#容
を
決
定
す
る
に
い
た
る
事
態
は
、
正
史
に
あ
る
ま
じ
き
本
末
轉
倒
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
か
り
に

 が

常
の
史
家
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
無
"あ
る
い
は
否
定
し
な
い
ま
で
も
、
ひ
と
こ
と
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
當
時
の
「
$史
」
が
、
怪
現
象
ま
で
を
も
記
對
象
と
し
て
い
た
ほ
ど
に
、
今
日
の
%念
よ
り
も
廣
範
で
あ
っ
た
點
も
、
一
因
で
あ
ろ
う
。
）
な
お
、
・
南
史
・
に
あ
る
「
河

」
の
記
も
、
た
だ
・宋
書
・
の
記
&を
踏
襲
し
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
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（
三
）
作
個
人
に
と
っ
て
の
「
河
」
〔
南
齊
〕
炎
の
・
鮑
照
集
序
・
に
は
「
宋
臨
川
王
愛
其
才
、
以
爲
國
侍
。
王
薨
、
始
興
王
濬
又
引
爲
侍
」
［
宋 そ
う
の
臨 り
ん
川 せ
ん
王 お
う
其 そ
の
才 さ
い
を
愛 あ
い
し
、
以 も
つ
て
國 こ
く
侍 じ

ろ
う
と
爲 な
す
。
王 お
う
薨 こ
う
じ
て
、
始
し
興 こ
う
王 お
う
（
劉
）
濬 し
ゆ
ん
又 ま
た
引 ひ
き
て
侍
じ

ろ
う
と
爲
な
す
］
と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
河
」
が
報

さ
れ
た
四
四
七
年
の
時
點
で
、
鮑
照
は
南
京
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
各
種
の
年
譜
を
檢
討
し
て
も
、
作
は
、
「
河
」
ど
こ
ろ
か
	河
を
實
見
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
か
れ
に
は
、
・
河
頌
・
以
外
に
、
	河
を
題
材
と
す
る
作
品
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
う
ら
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
「
河
」
に
對
す
る
作
の
見
解
と
し
て
は
、
二
種
の
可
能
性
が
あ
る
。
第
一
に
、
作
品
の

容
の
と
お
り
、
作
が
「
河
」
を
信
用
し
き
っ
て
い
た
ば
あ
い
で
あ
る
。
同
時
期
の
張
暢
に
も
同
題
作
の
斷
片
（
？
）
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
「
河
」
を
筆
頭
と
す
る
各
種
の
瑞
が
當
時
の
共

識
の
範
圍

で
あ
っ
た
こ
と
の
證
據
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
河
」
を

と
わ
り
き
っ
て
い
た
ば
あ
い
で
あ
る
。
當
時
と
し
て
も
、
合
理
・
懷
疑
思
考
の
先
例
と
し
て
、
・
論
衡
・
の

で
あ
る
〔
後
〕
王
充
が
あ
っ
た
。
こ
の
ば
あ
い
、
鮑
照
は
、
立
身
出
世
の
た
め
、
創
作
と
わ
り
き
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
貴
族

會
に
お
け
る
下
士
族
と
い
う
作
の
境
を
考
慮
す
れ
ば
、
・
河

頌
・
の

性
を
一
方
に
非
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
三
に
、
「
河
」
の
、
眞
僞
を
問
題
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
い
ず
れ
か
を
斷
し
き
れ
な
い
し
、
あ
え
て
す
る
ほ
ど
重
な
問
題
で
も
な
い
。
（
四
）
執
筆
の
個
人
動
機
以
上
の

容
を
ふ
ま
え
て
、
鮑
照
が
・河
頌
・
を
執
筆
し
た
動
機
を
單
に
檢
討
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
門
出
身
で
鬱
屈
し
て
い
た
作
は
、
「
河
」
の
報

鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
（
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〔
記
〕
た
だ
し
、

容
の
實
が
作
の
創
作
に
影
し
な
い
點
に
つ
い
て
は
、
文
獻
⑥
・
六
美
文
學
序
・
で
以
下
の
と
お
り
明
さ
れ
て
い
る
。
「
極
端
な
言
い
か
た
を
す
れ
ば
、「
賦
」
の
ご
と
き
文
章
は
、
じ
っ
さ
い
に
目
で
み
な
く
て
も
、
じ
っ
さ
い
に
存
在
し
な
く
て
も
、
美
文
の
「
か
く
感
じ
、
か
く
つ
づ
る
べ
し
」
と
い
う
規
範
さ
え
し
っ
て
お
れ
ば
、
あ
と
は
知
識
や
空
想
だ
け
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
 麗
な
作
品
に
し
た
て
あ
げ
ら
れ
る
の
だ
。
六
の
美
文
書
法
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
し
た
、
み
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
も
!寫
で
き
る
と
い
う
、
離
れ
わ
ざ
で
さ
え
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。」［
第
二
百
十
三
頁
］
を
、
自
己
の
文
才
を
發
揮
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
皇
の
心
を
か
い
、
立
身
出
世
を
き
り
ひ
ら
く
好
機
と
し
て
、
う
け
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
河
」
の
同
年
、
國
侍
に
就
任
し
た
こ
と
も
、
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
後
世
の
〔
北
宋
〕
曽
鞏
が
一
〇
八
〇
年
に
執
筆
し
た
・移
滄
州
闕
上
殿
疏
・
［
滄 そ
う
州 しゆ
うに
移 う
つ
り
闕 け
つ
を

す
ぎ
て
殿 で
ん
に
上
た
て
ま
つる
の
疏 そ
］
（
文
獻
⑦
『
宋
八
家
文
讀
本
（
七
）
』
第
七
～
二
九
頁
收
）
も
、
當
時
の
第
六
代
皇

	宗
趙

に
對
し
て
、
王
の

期
を
贊
美
す
る
頌
の
作

を
希
し
た
作
品
で
あ
る
。
第
二
に
、
容
・
形
式
を
出
の
表
中
の
作
と
比
較
し
て
み
る
と
、
當
時
の
文
學
流
行
に
參
加
し
て
み
た
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
第
三
に
、
北
伐
へ
の
贊
意
を
暗
に
表
明
す
る
と
い
う
、
政
治
意
圖
の
存
在
も
、
當
然
か
ん
が
え
ら
れ
よ
う
。
五
文
學
史

價
（
一
）
作
品
容
と
實
態
と
の
乖
離
「
頌
」
と
い
う
文
體
で
は
、
題
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
作

の
個
性
は
反
映
さ
れ
に
く
い
。
そ
の
た
め
か
、
鮑
照
の
・河
頌
・
に
對
し
て
は
、
高
低
い
ず
れ
に
せ
よ
、
價
そ
の
も
の
が
希
少
で
あ
る
。
本
作
品
は
、
完
な
創
作
で
な
く
、
史
實
を
ふ
ま
え
た
實
文
學
で
あ
る
か
ら
、
贊
美
對
象
で
あ
る
宋
文
の
史

價
も
、
あ
ら
た
め
て
檢
討
す
る
必
が
あ
る
。
「
河
」
以
後
の
史
を

す
る
と
、
四
五
〇
年
、
劉
宋
の
北
伐
軍
が
大
敗
し
、
四
五
二
年
に
は
北
魏
太
武
、
そ
の
年
に
は
宋
文

が
、
あ
い
つ
い
で

さ
れ
て
し
ま
う
。
混
亂
が
つ
づ
く
さ
な
か
の
四
七
九
年
、
劉
宋
は
滅
 す
る
。
と
こ
ろ
で
、
世
襲
の
君
を
價
す
る
基
準
に
は
、
有
能
な
後
繼

を
育
し
、
事
業
を
繼
承
す
る
こ
と
ま
で
が
、
ふ
く
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
宋
文
の
在
位
期
!は
、
「
元
嘉
の
治
」
と
稱
さ
れ
る
、
安
定
し
た
貴
族
"會
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
昇
す
る
一
方
の
勃
興
期
と
は
相
#し
て
、
一
王
の
$頂
期
は
、
實
は
衰
%期
の
開
始
時
で
も
あ
る
。
比
較

功
し
た
と
い
わ
れ
る
政
も
、
實
際
に
は
、
相
對
な
小
康
&態
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
四
三
九
年
の
'北
統
一
の
結
果
、
對
外
な
脅
威
の
(大
に
直
面
す
る
と
、
そ
の
政
す
ら
も
破
綻
を
き
た
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
宋
文
の
得
失
を
總
合
に
價
す
る
な
ら
ば
、
)
武
劉
徹
［
在
位
：
一
四
一
～
八
七
］
や
玄
宗
李
*基
［
在
位
：
七
一
二
～
七
五
六
］
な
ど
と
同
樣
、
一
王
の
$頂
期
の
君
と
し
て
、
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〔
+記
〕
執
筆
動
機
の
第
三
點
に
つ
い
て
は
、
,究
發
表
の
準
備
の
段
階
で
、
早
稻
田
大
學
大
學
院
に
在
-中
の
.谷
孝
之
氏
か
ら
示
唆
を
う
け
た
。
か
な
ら
ず
し
も
一
方
に
大
で
あ
っ
た
と
は
斷
定
し
き
れ
な
く
な
る
。
本
稿
の
對
象
作
品
で
は
、
「
河
」
と
い
う
非
現
實
な
現
象
の
報
に
依
據
し
、
一
時
な
安
定
を
對
し
た
う
え
で
の
剩
な
皇
	
贊
美
こ
そ
が
、
本
作
品
の

容
面
に
お
け
る
最
大
の
點
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
點
で
、
本
作
品
を

容
面
で
積
極
に
價
す
る
こ
と
は
、
す
く
な
く
と
も
今
日
な
價
値
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
む
ず
か
し
く
な
る
。
（
二
）
形
式
に
對
す
る
價
本
作
品
は
、

の
と
お
り
問
題
の
お
お
い

容
面
と
比
較
し
て
、
特
に
序
文
の
形
式
は
好
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
沈
は
、
・宋
書
・
卷
五
十
一
・
鮑
照
傳
・
で
、「
元
嘉
中
、
河
濟
倶
。
當
時
以
爲
美
瑞
。
照
爲
河
頌
。
其
序
甚
工
」
［
元 げ
ん
嘉 か
中 ちゆ
う、
河 か
・
濟 せ
い
倶 と
も
に

す
む
。
當 と
う
時 じ
以 も
つ
て
美 び
瑞 ず
い
と
爲 な
す
。
（
鮑
）
照 しよ
うは
・
河 か

せ
い
頌 しよ
う・
を
爲 つ
くる
。
其 そ
の
序 じ
よ
甚 はな
はだ
工 たく
みな
り
］
と
の
べ
、
本
文
に
は
價
を
く
わ
え
ず
、
序
文
だ
け
を
賞
贊
し
て
い
る
。
は
る
か
後
世
の
〔
〕
汝
綸
も
、
・
魏
六
百
三
家
集
・
に
お
さ
め
る
・鮑
參
軍
集
・
一
卷
・
に
お
い
て
、「
序
欲

揚
馬
。
頌
乃
六
常
製
」
［
序 じ
よは

と
おく
揚 よ
う（
雄
）・（
司
）
馬 ば
（
相
如
）
を

お
わ
ん
と
欲 ほ
つ
す
。
頌 しよ
うは
乃 すな
わち
六 り
く

ち
よ
うの
常 じよ
う
製 せ
い
た
り
］
（
文
獻
①
・
鮑
參
軍
集
・
第
一
一
六
頁
引
）
と
の
べ
、
序
文
と
本
文
に
正
反
對
の
價
を
あ
た
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
多
樣
な
四
六
駢
儷
文
の
優
位
性
を
如
實
に
發
揮
し
た
序
文
と
、
四
言
の
常
套
句
に
始
す
る
單
な
本
文
と
を
對
比
し
た
、
き
わ
め
て
當
な
價
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
三
）
序
文
と
本
文
の
關
係
一
般
に
、
本
文
は
、
序
文
は
從
の
關
係
に
あ
る
。
た
だ
し
、「
序
」
は
、
本
文
の
な
い
獨
自
の
文
體
名
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
に
つ
け
ら
れ
た
序
文
で
も
、
獨
立
性
質
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
代
の
詩
文
を
 
!す
る
と
、
序
文
・
本
文
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
が
高
價
を
う
け
て
い
る
作
品
群
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
と
お
り
三
分
さ
れ
る
。
な
お
、
作
品
數
の
多
少
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
推
定
で
あ
る
。
①
本
文
を
重
"：
最
多
數
#で
あ
り
、
以
下
の
②
③
以
外
で
序
文
$の
つ
け
ら
れ
た
作
品
が
該
當
す
る
の
で
、
作
例
は
特
定
し
な
い
。
こ
の
種
$の
序
文
は
、
創
作
の
經
%を
&明
す
る
だ
け
の
單
純
な
も
の
が
お
お
い
。
②
序
文
を
重
"：
最
少
數
#。
な
ん
ら
か
の
理
由
で
、
本
文
の
讀
'が
極
端
に
限
定
さ
れ
て
い
た
り
、
序
文
だ
け
が
傳
承
さ
れ
て
い
た
り
す
鮑
照
の
〈
河
頌
〉
に
つ
い
て
（
井
口
）
111
る
作
品
。
王
羲
之
・
亭
集
序
・
や
王
勃
・滕
王
閣
序
詩
・
や
李
白
・春
夜
宴
桃
李
園
序
・
な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
③
兩
が
同
格
：
少
數
。
な
か
で
も
、
陶
潛
の
作
品
に
は
、
散
文
が
中
心
の
・桃
源
記
詩
・
と
、
詩
が
中
心
の
・桃
源
詩

記
・
と
い
う
、
底
本
に
よ
っ
て
相
す
る
二
種
の
題
名
が
存
在
す
る
。
こ
の
作
品
は
、
序
文
と
本
文
の
	妙
な
關
係
を
象

し
て
い
る
。
以
上
の
三
分
の
基
準
と
し
て
は
、
分
量
の
長
短
以
外
の
素
が
お
お
き
い
は
ず
で
あ
る
。
鮑
照
の
・河
頌
・
は
、
作
品
の
容
や
分
量
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
序
文
と
本
文
は
同
格
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
學
史
に
序
文
が
一
方
に
重
さ
れ
て
き
た
點
を
考
慮
す
れ
ば
、
②
に
分
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
・文
獻
：
刊
行
年
順
・
①
・
鮑
參
軍
集
・
錢
仲
聯
［
補
・
集
・
校
］
上
古
出
版

一
九
八
〇
年
十
一

②
・河
山
集
：
第
二
集
・
史
念
［
］
三
聯
書
店
一
九
八
一
年
五

③
・
中
國
史
地
圖
集
：
第
四
冊
（
東
晉
十
六
國
・
南
北
時
期
）
・
譚
其
驤
［

］
地
圖
出
版

一
九
八
二
年
十

④
・
中
國
文
學
家
大
辭
典
：
先
秦
魏
晉
南
北
卷
・
曹
衡
・
沈
玉

［
］
中
書
局
一
九
九
六
年
八

⑤
「
六
文
人
傳
：
鮑
照
（
『
宋
書
』
）
」
佐
 大
志
［
譯
］
『
中
國
學
論
集
』
十
六
號
［
第
四
十
二
～
五
十
七
頁
］
中
國
文
學
!究
會
一
九
九
七
年
三

⑥
『
六
美
文
學
序
』
"井
佳
夫
［
］
汲
古
書
院
一
九
九
八
年
二

⑦
『
#宋
八
家
文
讀
本
（
七
）
』
曽
鞏
・
王
安
石
［
］
澤
口
剛
雄
・
$
 哲
夫
［
譯
］
明
治
書
院
・
新
釋
文
大
系
一
一
四
一
九
九
八
年
十

⑧
「
鮑
照
「
河
頌
」
譯
（
一
）」
佐
 大
志
［
譯
］
『
中
國
學
論
集
』
二
十
一
號
［
第
三
十
六
～
五
十
頁
］
中
國
文
學
!究
會
一
九
九
八
年
十
一

⑨
「
鮑
照
「
河
頌
」
譯
（
二
）」
佐
 大
志
［
譯
］
『
中
國
學
論
集
』
二
十
二
號
［
第
四
十
三
～
五
十
八
頁
］
中
國
文
學
!究
會
一
九
九
九
年
三

⑩
「
鮑
照
・
河
頌
序
・
譯
稿
」
井
口
%文
［
譯
］
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
集
［
第
一
三
〇
～
一
三
一
頁
］
中
國
詩
文
!究
會
二
〇
〇
一
年
十

※
本
稿
の
&
は
、
二
〇
〇
一
年
十
二
七
日
、
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
の
第
二
十
六
回
秋
季
大
會
で
發
表
し
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
、
執
筆
の
段
階
で
、
'體
に
わ
た
る
御
(示
を
再
度
い
た
だ
い
た
、
弘
)大
學
人
文
學
部
の
植
木
久
行
(授
に
、
あ
つ
く
感
謝
し
ま
す
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
112
